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覆
の
ア
ル
ミ
ケ
ー
ブ
ル
は
盗

難
に
遭
い
に
く
い
効
果
が
あ

る
と
い
う
。

今
回
、
訓
練
セ
ン
タ
ー
の

案
内
を
引
き
受
け
て
い
た
だ

い
た
、
同
社
の
前
田
課
長
と

桜
井
主
査
は
「
（
被
覆
の
青

色
に
な
ぞ
ら
え
て
）
日
本
全

国
を
青
に
染
め
抜
き
た
い
」

と
語
る
。
そ
の
言
葉
に
も
訓

練
セ
ン
タ
ー
へ
の
注
力
と
、

ら
く
ら
く
ア
ル
ミ
ケ
ー
ブ
ル

へ
の
大
き
な
期
待
が
感
じ
ら

れ
た
。

ッ
ト
と
し
て
、
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
面
の
向
上
が
挙
げ
ら
れ

る
。
昨
今
、
人
目
の
届
か
な

い
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
や
廃
業
し

た
建
築
物
な
ど
で
、
買
取
業

者
に
売
る
目
的
の
、
銅
導
体

ケ
ー
ブ
ル
の
盗
難
が
頻
発
し

て
い
る
。
ら
く
ら
く
ア
ル
ミ

ケ
ー
ブ
ル
は
見
た
目
の
区
別

の
た
め
、
通
常
黒
い
被
覆
の

銅
導
体
ケ
ー
ブ
ル
と
違
い
、

鮮
や
か
な
青
の
被
覆
と
な
っ

て
い
る
。
ア
ル
ミ
の
相
場
は

銅
よ
り
安
い
た
め
、
青
い
被

社
は
語
る
が
、
実
際
に
体
験

す
る
と
身
に
染
み
て
理
解
で

き
る
も
の
だ
。
ゼ
ネ
コ
ン
・

サ
ブ
コ
ン
を
は
じ
め
と
し

た
、
施
工
に
関
わ
る
会
社
関

係
者
が
多
く
訪
れ
て
い
る
そ

う
だ
が
、
現
場
関
係
者
だ
け

で
な
く
、
契
約
（
見
積
も
り

な
ど
）
の
担
当
者
も
訓
練
を

体
験
す
る
こ
と
で
、
ら
く
ら

く
ア
ル
ミ
ケ
ー
ブ
ル
の
有
用

性
を
確
認
で
き
る
の
で
は
な

い
か
。

ま
た
、
作
業
時
間
短
縮
以

外
に
も
、
専
用
工
具
の
使
用

で
接
続
の
確
実
性
が
向
上
し

た
り
、
柔
軟
性
の
高
さ
に
よ

り
、
丁
寧
で
き
っ
ち
り
し
た

ケ
ー
ブ
ル
の
配
線
が
で
き
、

き
れ
い
な
作
業
は
後
々
の
ト

ラ
ブ
ル
発
生
を
最
小
限
に
抑

え
る
こ
と
に
繋
が
る
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
副
次
的
な
メ
リ

し
た
が
、
作
業
性
が
考
慮
さ

れ
た
専
用
工
具
に
よ
る
端
末

接
続
作
業
は
、
作
業
の
素
人

で
あ
る
記
者
で
さ
え
、
ス
ム

ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
で
き

た
。
こ
れ
は
工
具
に
よ
る
部

分
は
も
ち
ろ
ん
、
軽
さ
や
柔

ら
か
さ
に
よ
る
作
業
性
の
高

さ
か
ら
く
る
も
の
だ
と
思
わ

れ
る
。
実
習
素
材
の
よ
う
に

短
く
切
ら
れ
た
ケ
ー
ブ
ル
で

は
な
く
、
長
く
重
い
線
で
作

業
を
す
る
実
際
の
現
場
で

は
、
そ
の
作
業
性
の
高
さ
が

大
き
な
差
に
な
る
こ
と
は
想

像
に
難
く
な
い
。

作
業
性
の
向
上
が
生
む
効
果

作
業
性
の
高
さ
は
作
業
時

間
の
短
縮
に
つ
な
が
る
。
同

じ
作
業
時
間
な
ら
作
業
人
数

が
少
な
く
て
済
み
、
人
手
不

足
の
解
消
に
寄
与
す
る
と
同

ア
ル
ミ
ケ
ー
ブ
ル
の
軽
さ
、

柔
ら
か
さ
と
い
っ
た
取
り
回

し
の
良
さ
を
体
感
で
き
る
だ

け
で
な
く
、
同
製
品
を
実
際

に
使
う
場
面
を
イ
メ
ー
ジ
で

き
る
。

ア
ル
ミ
導
体
ケ
ー
ブ
ル
は

銅
導
体
ケ
ー
ブ
ル
と
作
業
が

異
な
る
た
め
、同
セ
ン
タ
ー
に

は
端
末
の
被
覆
を
剥
い
で
同

時
に
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
が
で
き

る
「
ア
ル
ミ
ら
く
ら
く
ソ
ケ

ッ
ト
」
な
ど
の
専
用
工
具
が

用
意
さ
れ
て
い
る
。ア
ル
ミ

導
体
の
端
末
接
続
に
必
要
な

知
識
を
座
学
で
学
ん
で
か

ら
、作
業
実
習
を
行
う
。

説
明
、
座
学
、
体
験
を
は

じ
め
、
作
業
実
習
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
際
に
記
者
が
体
験

来
の
銅
導
体
Ｃ
Ｖ
ケ
ー
ブ
ル

と
比
較
し
て
、
同
サ
イ
ズ
の

場
合
、
重
量
が
約
半
分
、
柔

軟
性
（
曲
げ
や
す
さ
）
は
約

３
倍
と
な
っ
て
い
る
。
ら
く

ら
く
ア
ル
ミ
ケ
ー
ブ
ル
に
よ

る
実
際
の
延
線
作
業
を
体
験

で
き
る
の
が
こ
の
訓
練
セ
ン

タ
ー
だ
。

訓
練
セ
ン
タ
ー
の
実
習
体
験

訓
練
セ
ン
タ
ー
は
、
端
末

処
理
の
講
習
だ
け
で
な
く
、

ケ
ー
ブ
ル
延
線
や
盤
へ
の
接

続
と
い
っ
た
作
業
も
体
験
で

き
る
設
備
を
備
え
て
い
る
。

実
際
に
施
工
を
担
当
す
る
電

気
工
事
業
者
だ
け
で
は
な

く
、
建
物
の
施
主
、
設
計
者

も
多
数
訪
れ
る
。
ら
く
ら
く

熱
電
線
・
キ
ャ
ブ
タ
イ
ヤ
ケ

ー
ブ
ル
・
機
器
配
線
用
電
線
・

太
陽
光
発
電
用
ケ
ー
ブ
ル
・

そ
の
他
特
殊
機
能
電
線
・
電

線
ケ
ー
ブ
ル
用
接
続
材
な
ど

多
岐
に
わ
た
る
。
電
線
以
外

に
防
水
ブ
レ
ー
カ
ー
（
ジ
ョ

イ
ン
ト
ユ
ニ
ッ
ト
）
な
ど
も

生
産
し
て
い
る
。

同
社
の
設
立
は
　

年
だ

０５

が
、
神
奈
川
県
の
平
塚
工
場

は
１
９
６
６
年
創
業
と
約
　５７

年
の
歴
史
を
持
つ
。
３
０
０

人
の
従
業
員
を
抱
え
、
平
塚

の
ほ
か
に
九
州
に
も
生
産
拠

点
を
構
え
る
。

平
塚
工
場
は
、
古
河
電
工

の
平
塚
事
業
所
の
敷
地
内
に

あ
る
。
同
事
業
所
は
、　

万
２８

３
千
㎡
の
敷
地
面
積
に
従
業

員
１
千
人
を
擁
し
、
年
間
９

千
３
０
０
億
円
の
売
り
上
げ

を
誇
る
同
グ
ル
ー
プ
の
一
大

拠
点
で
あ
る
。

今
回
伺
っ
た
「
技
能
訓
練

セ
ン
タ
ー
」は
、古
河
電
工
産

業
電
線
の
平
塚
工
場
内
に
あ

る
。
同
社
が
注
力
す
る
「
ら

く
ら
く
ア
ル
ミ
ケ
ー
ブ
ル
」

は
、
ア
ル
ミ
導
体
を
柔
軟
性

架
橋
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
絶
縁
体

で
覆
っ
た
ケ
ー
ブ
ル
だ
。
従

古
河
電
工
の
１
０
０
％
子

会
社
で
あ
る
古
河
電
工
産
業

電
線
（
本
社
＝
東
京
都
荒
川

区
）
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン

フ
ラ
統
括
部
門
／
産
業
電
線

・
機
器
事
業
部
門
に
属
し
、

主
に
産
業
用
電
線
の
製
造
・

販
売
を
担
っ
て
い
る
。

主
要
生
産
品
目
は
、
産
業

用
電
線
で
、
建
設
工
事
用
電

線
を
は
じ
め
、
特
別
高
圧
Ｅ

Ｐ
ゴ
ム
絶
縁
ケ
ー
ブ
ル
・
耐

古
河
電
工
産
業
電
線
は
低
圧
産
業
用
電
線
の
老
舗
メ
ー
カ
ー
だ
。
製
造
拠
点
で
あ
る

で
あ
る
平
塚
工
場
は
古
河
電
工
グ
ル
ー
プ
の
平
塚
事
業
所
内
に
あ
り
、
操
業
　
年
の
歴

５７

史
を
持
つ
。
同
社
は
、
ア
ル
ミ
導
体
ケ
ー
ブ
ル
に
注
力
し
て
お
り
、
そ
の
ア
ピ
ー
ル
と

導
入
企
業
の
技
術
研
修
を
目
的
と
し
た
技
能
訓
練
セ
ン
タ
ー
を
同
工
場
内
に
開
設
し
て

い
る
。
近
年
、
高
い
作
業
性
の
ア
ル
ミ
導
体
は
電
線
業
界
で
も
注
目
さ
れ
て
お
り
、
現

場
の
導
入
も
進
ん
で
い
る
反
面
、
従
来
の
銅
ケ
ー
ブ
ル
と
は
異
な
る
規
格
の
た
め
、
研

修
も
必
要
と
な
る
こ
と
も
事
実
だ
。
小
紙
で
は
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
、
工
場
を
見
学
す
る

と
と
も
に
、
実
際
に
訓
練
セ
ン
タ
ー
を
体
験
し
た
。

ア
ル
ミ
導
体
ケ
ー
ブ
ル
に
注
力
・
拡
販

技
能
訓
練
セ
ン
タ
ー
開
設
で
ア
ピ
ー
ル
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